　動物科学特論I
第347回Zoological Conference
日時：　12月22日（水）16:00-17:00　

演者：　二橋　亮　博士
（独）産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門
演題：トンボにおける色と模様の進化機構　

トンボは、昼行性で体色が相手の認識に必須であるため、翅や体の色彩に著しい多様性が見られ、生態学的・行動学的な面から様々な研究がなされてきた。しかしながら、トンボを用いた分子生物学的な研究は、世界的に見てもほぼ皆無であり、色や模様の多様性に関わる分子機構や進化機構については、これまで全く不明であった。トンボは野外において、異種間での連結や交尾の観察例も多く存在し、種間雑種と思われる個体もときどき発見される。演者は核およびミトコンドリアDNAの解析から、トンボ類の雑種個体の判定、および親種の組合せを解明することに成功した。雑種ができるほど近縁な種が同所的に生息する場合、雑種形成を回避するメカニズムが発達することが予想されるが、実際に2種が共存する地域において、種内の翅色多型に形質置換（種間で形態差が際立つように変化すること）が見られる例が複数確認された。さらにトンボの色彩多型に関わる分子機構の解明に向けた最近の研究成果についても紹介したい。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物学大講座 
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